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忘 年 会

　「もういくつ寝るとお正月」という歌が不自然でない時期にな

りました。また「もう一年経ったのか」ということを思わされる

季節ですね。一年の長さを早く感じれば感じるほど歳を取った証

拠だということを聞きます。私も「もう一年か～」ということを

よく思うようになったので、歳を取った証拠なのでしょうか。

　さて大晦日に近づけば近づくだけ「年忘れ」という言葉をよ

く耳にするようになります。でも本当に年忘れでいいのかと思い

ます。一年のいやなでき事を忘れてしまお

う、なかったことにしようということなの

でしょうか、その気持ちは私の心の中にも

ありますが、本当にそれでよいのでしょう

か。また無かったことに本当にできるので
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しょうか。

　人生の中にはよい出来事、悪い出来事があります。一年間でも

同じ事です。よい思い出だけを残しておいていやな思い出は忘れ

たい、そう思うことは当然のことなのですが、悪い思い出も自分

にとっては大事な経験なのではないでしょうか。いやな思い出を

大事にしていけばその思い出は「反面教師」として自分の人生に、

未来に生かせるのではないでしょうか。私たち人間は失敗によっ

て成長していくということの方が多いのではないでしょうか。私

はそう思います。だから年忘れをしてはならないのです。しっか

り記憶に残し年越しをしなければならないのではないかと思いま

す。善いことを教えてくださる方も自分にとって大事なお方であ

り、出来事であります。同じように悪いことを教えて下される人

も、大事な人であり、出来事です。自分の人生に置いて感じたこ

とはすべて自分の肥やしになるのではないでしょうか。

　そう思い一年間を振り返り新しい年を迎えなければならないの

ではないでしょうか。
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修
は つ ま い り

正 会
  二〇〇二年一月一日（水）午前五時より

※修正会はいわゆる厄年の方々が団体参拝されますので、時間が変わ

ることがございます。

※年賀の受付は一日午前四時より二日午後五時まで受け付けていま

す。  皆様お参りください。お待ちいたしております。

御礼

先般、親鸞聖人御正忌法要を勤めさせていただいた折り、たくさ

んの方々がお参りをいただき、また心いっぱいの御懇志をお運び

くださり有り難うございました。心より御礼申し上げます。
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